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オリックス環境オリックス環境((株株))についてについて

オリックスグループの環境部門として・・・

＜＜設設 立立＞＞ １９９８１９９８年年４４月月＜＜設設 立立＞＞ １９９８１９９８年年４４月月

◆現在の主要事業

１） （（オリックス）リースアップ物件の回収から
循環型社会
対応から

廃棄処理までの管理業務受託

２） 廃棄物処理等の仲介業務およびコンサルティング

対応から

２） 廃棄物処理等の仲介業務およびコンサルティング

３） 再資源化物（原料、素材、部品、中古品等）の取引

４） 環境経営支援サービス コンサルティング業務４） 環境経営支援サービス、コンサルティング業務

５） 温室効果ガス排出量取引、カーボン・オフセットプロバイダー
低炭素社会

対応へ

お客様の企業経営を環境面からバックアップし、環境負荷低減へのご支援を通して、
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持続可能な社会の実現への貢献を目指しています。



オリックス環境オリックス環境((株株))の基本的なビジネスモデルの基本的なビジネスモデル

各様々な環境ソリューションサービス 各
分
野

様々な環境ソリ ションサ ビス

お 野
の
専

オリックス環境 ネット

お
客
様

ソリュー

専
門

オリックス環境
ワーク様ション

門
企
業

管理

業具体的手段の提供
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オリックス環境オリックス環境((株株))が提供する環境ソリューションの一例が提供する環境ソリューションの一例
【右上】

PCデータ消去 / 八千代ストックヤード

【右上】

PCデータ消去 / 八千代ストックヤード

【左下】

ECOBox (重要文書溶解処理)

【左下】

ECOBox (重要文書溶解処理)

【右下】

工場内等不用設備一括買取サービス

【右下】

工場内等不用設備一括買取サービス場内等不用設備 括買取サ場内等不用設備 括買取サ
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JVETSJVETSへの参加動機への参加動機

2005年2月 京都議定書の発効

地球温暖化問題
への意識の変化

新規ビジネス立ち上げを模索新規ビジネス立ち上げを模索
市場の研究、知見の蓄積

JVETS 取引参加者
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JVETS 取引参加者



活動報告①－１活動報告①－１ （参加者へのアプローチ経緯等）（参加者へのアプローチ経緯等）

20082008年年44月月：：

｢連絡先リスト｣をもとに各目標保有参加者へ電話を開始。2007年度

CO2排出量の状況をヒアリング。

並行して、排出量取引に関心のある参加者へ訪問を開始行 、排 取 関 あ 参 者 訪問を開始

20082008年年55月月：：

相対取引を想定し 弊社オリジナルの売買契約書を作成・相対取引を想定し、弊社オリジナルの売買契約書を作成

・目標保有参加者が検証機関の実施年度検証を受審

20082008年年66月月：：

・排出枠の不足及び余剰量の大きな目標保有参加者に重点を

置いて訪問

・弊社初の取引（購入）が成立し、排出枠の移転実施
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活動報告①－２活動報告①－２ （参加者へのアプローチ経緯等）（参加者へのアプローチ経緯等）

20082008年年77月月：：

・ ｢JPA｣ を用いたカーボン･オフセットの日本初の取組を実現

→→オリックス自動車オリックス自動車｢｢カーシェアリング事業カーシェアリング事業｣｣においてにおいて

・算定および検証結果の確定後、排出量取引を検討している目標算定 検証結果 確定後、排 取 を検討 目標

保有参加者へ再度取引のご提案

・複数の排出枠不足企業から購入希望の打診を受ける複数の排出枠不足企業から購入希望の打診を受ける

20082008年年88月月：：

上旬 排出量取引が活発化上旬 排出量取引が活発化

中旬 アプローチをしていなかった目標保有参加者（売買両方）から

も問合せを頂くも問合せを頂く

下旬 更に排出量取引が活発化
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⇒ 2008年9月上旬のバンキング期間を経て、第２期事業終了



活動報告②活動報告② （取引件数等）（取引件数等）

◆アプローチ企業数

56社（電話および訪問数。全目標保有参加者の約９割）

◆取引実績数

15件15件

◆取引企業数

13社13社

◆取引（排出枠移転）の月別状況
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活動報告③活動報告③ （取引内容）（取引内容）
◆取引方法

相対取引：15件、GHG-TRADE：0件

他 参 者 競合 方 等 成約 成約あ⇒他の取引参加者との競合、入札方式等により成約・非成約あり

◆総取扱数量

12,204 t-CO2

◆余剰分の排出枠について

全量 翌期へバンキング申請 →第3期用に開設した弊社の保有口座へ

◆取引価格（購入および売却時の平均単価）

〔参考〕 環境省公表の平均取引価格

第 期 円 CO・第1期：1,212円 / t-CO2
・第2期：1,250円 / t-CO2
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取引参加者として活動した感想①取引参加者として活動した感想①

◆ 取引の当事者間（目標保有参加者同士）では、排出枠の余剰・

不足に関する情報交換は皆無に近く、実際の取引を円滑に促す

には取引参加者の果たす役割は大きい

◆ 売買に積極的な取引参加者が少ない印象で また余剰排出枠を◆ 売買に積極的な取引参加者が少ない印象で、また余剰排出枠を

売却しない目標保有参加者もあり、活況な市場形成にまでは至っ

ていないと思われるていないと思われる

◆ 予想以上に排出枠が余剰となる企業が多かったため、需給の関

係はアンバランスであった（マネーゲームには成り得ない）

◆ 商談では 余剰（売却側）企業からはCER・EUA価格を引き合いに◆ 商談では、余剰（売却側）企業からはCER EUA価格を引き合いに

出されることが多かった
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取引参加者として活動した感想②取引参加者として活動した感想②

◆ 取引に応じてくれるのは、検証結果の確定後のため、実際の取引

期間が8月に集中した ← お盆休みの影響大お盆休みの影響大期間 月 集中 お 休 影響大お 休 影響大

◆ 目標保有参加者が償却口座に排出枠を移転し、目標達成を確認

した後 一定期間は余剰排出枠の移転が出来ず 取引実施のした後、 定期間は余剰排出枠の移転が出来ず、取引実施の

タイムスケジュールが読めなかった

◆ 目標保有参加者の採択から 排出枠の取引終了期間までが１期◆ 目標保有参加者の採択から、排出枠の取引終了期間までが１期

につき、約２年半にわたる事業のため、複数の参加者において、

期中での担当者変更があり 新任の方が戸惑っておられた期中での担当者変更があり、新任の方が戸惑っておられた

◆ 本事業の説明、排出量取引（登録簿の操作）の方法など、価格交

渉に行き着く前の「制度の概要」をお話をする機会が多々あ た渉に行き着く前の「制度の概要」をお話をする機会が多々あった

◆ 目標保有参加者の声を環境省に届けて欲しいとの依頼
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目標保有参加者から聞かれた声目標保有参加者から聞かれた声

◆ 制度自体が始まったばかりであるため、検証機関との見解の相

違（特に基準年と実施年のガス係数の取り扱い）や、検証を受け違（特 基準年 実施年 係数 取り扱 ） 、検証を受け

てからの結果が出るまでに要する時間などへの意見があった

◆ 初めてのことばかりで 排出量取引に関する社内稟議の決裁や◆ 初めてのことばかりで、排出量取引に関する社内稟議の決裁や

コンセンサスを取るのに相当の時間を要する

◆ 余剰な排出枠が出た企業の場合、不足企業への売却だけではな

く、カーボン・オフセットへの活用を望まれることもあった

◆ 福田ビジョン（2008年6月9日公表）以降、「秋にも開始」と明言され

た排出量取引の試行制度とＪＶＥＴＳの位置付けが頻繁に話題とた排出量取引の試行制度とＪＶＥＴＳの位置付けが頻繁に話題と

なった
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JVETSJVETSに参加して得た成果に参加して得た成果
■ 排出量取引に関する一定の知見習得

・売買契約書の整備（法務）や、会計･税務等の専門部署による対応

・海外での動向に対する視野の拡大

■ 収益面収益面

・参加者数および取引の絶対量から、採算性が見込めるには、かなり

程遠いレベル（但し、将来性如何では新規事業としての魅力は十分）

■ カーボン・オフセットへの展開

・「あり方指針」（2008年2月）において オフセットに用いることのできる「あり方指針」（2008年2月）において、オフセットに用いることのできる

クレジットの一種として「JPA」が位置付け → 日本初の事例を実現

⇒低炭素社会構築に向け、環境分野におけるオリックスグループの

プレゼンス向上と新規ビジネス確立へのインセンティブとなった
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JPAJPAを用いたオフセット取組に関する実績を用いたオフセット取組に関する実績
◇◇ カーシェアリング事業（オリックス自動車）カーシェアリング事業（オリックス自動車）

◇◇ プロ野球 クライマックスシリ ズ（オリックスプロ野球 クライマックスシリ ズ（オリックス バファロバファロ◇◇ プロ野球・クライマックスシリーズ（オリックスプロ野球・クライマックスシリーズ（オリックス バファローバファロー
ズ）ズ）
◇◇ 食品残渣リサイクル処理システム（メリーズ･ジャパン様）食品残渣リサイクル処理システム（メリーズ･ジャパン様）

カーシェアリング プロ野球 食品リサイクル
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2008.7.1 プレスリリース 2008.10.10 プレスリリース 2009.2.23 プレスリリース



カーシェアリングのオフセット取組に関するスキーム図カーシェアリングのオフセット取組に関するスキーム図

オフセット プロバイダー

・オフセット証書の発行
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【【ご参考ご参考】】オリックス環境オリックス環境((株株))発行のカーボン・オフセット証書発行のカーボン・オフセット証書
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今後の活動今後の活動

排出枠の不足企業への売却を中心に展開排出枠の不足企業への売却を中心に展開

■ JVETS（第３期）■ JVETS（第３期）

排出枠の不足企業への売却を中心に展開排出枠の不足企業への売却を中心に展開

■ 「排出量取引の国内統合市場の試行的実施」■ 「排出量取引の国内統合市場の試行的実施」

JVETSJVETSで培った知見を活かす絶好の機会で培った知見を活かす絶好の機会

積極的関与（取引参加者）に向け 情報収集とアプ チ積極的関与（取引参加者）に向け 情報収集とアプ チ

■ 「排出量取引の国内統合市場の試行的実施」■ 「排出量取引の国内統合市場の試行的実施」

積極的関与（取引参加者）に向け、情報収集とアプローチ積極的関与（取引参加者）に向け、情報収集とアプローチ

オリックスは目標設定参加者として取り組みオリックスは目標設定参加者として取り組み

■ カーボン・オフセット■ カーボン・オフセット

「「JPAJPA」」をはじめをはじめ「「CERCER」」やや「「JJ--VERVER」」等、顧客ニーズに等、顧客ニーズに

合わせ、各種クレジットを用いた取り組みの促進合わせ、各種クレジットを用いた取り組みの促進
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合わせ、各種クレジットを用いた取り組みの促進合わせ、各種クレジットを用いた取り組みの促進



本件に関する連絡先本件に関する連絡先

〒105-0014 東京都港区芝3-22-8

TEL： 03-6436-6711 FAX： 03-6436-6746

http://www.orix.co.jp/eco

営業企画部 オフセットビジネスチーム

伊藤 秀幸

E-mail ： hideyuki_ito@eco.orix.co.jp

ご清聴、ありがとうございました。
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